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1838年、ベルギーの数学者Pierre-FrançoisVerhulstが記事を発表し、⼈⼝の増加についてよく知られているロジスティッ
ク⽅程式を（異なる表記で）紹介しました

[1]。彼はこの⽅程式のパラメーターをベルギーを含むいくつかの国からの⼈⼝データに調整しました。記事では、rとK
のどの値が取得されたかについては触れられていません。しかし、提⽰された表から、Verhulstは実際のデータから得ら
れた以下の仮説に基づいてベルギーの計算に基づいていると思われます。

これらの3つのポイント（モデルには3つのパラメーターがあることに注意してください： 、 と積分定数）、⼈⼝漸
近線のK = 843万を簡単に⾒つけることができます。確かに 、  そして  ⼈⼝は 、  そして

、 我々は持っています

1845年、Verhulstは同じ主題に関する別の記事を発表しました。彼は「ロジスティック⽅程式」という⽤語を導⼊し、パ
ラメーターを推定する⽅法をより詳細に説明しました。今回は、データを詳しく調べた後、少し異なる仮定を使⽤しま
した。

彼はK = 6.58百万[2] を取得しました。これは以前の推定よりもはるかに低い結果です。Verhulstは翌年[3]の短いメモでこ
の主題に戻り、最後に1847年に発⾏されたより⻑い記事でこの主題に戻りました。これら2つの⽂書で、彼はロジステ
ィック⽅程式の導出に誤りがあることを⽰唆しました。代わりに、彼は（再び異なる表記法で）フォームのモデルを使
⽤しました

[4]。同じデータ（2）を使⽤して、K = 944万を取得しました。この結果は、前の2つの結果とはかなり異なっています。
この2番⽬のモデルでは、

ロジスティクスの⽅程式は、数⼗年後、Verhulstの仕事を知らずにさまざまな⼈々によって再導⼊されました[5]。動
物、植物、男性、⾝体器官の個々の成⻑[6]、微⽣物の個体群の成⻑[7]、または⼈⼝などの⼈間の個体群の成⻑の
Verhulstとして使⽤されましたアメリカ合衆国から[8]。ヴァーフルストの作品はようやく注⽬された[9、p。249]と「ロ
ジスティック⽅程式」という⽤語が⼀般的に使⽤されるようになりました。この⽅程式の意味についての議論は⻑年続
いた。詳細については、[10、p。64-97]。結論はおそらくそれが基本法ではなかったということでした。この⽅程式を
短期予測に使⽤できます。しかし、⻑期的な予測ではありません。それにもかかわらず、ここに有名な伝記の辞書が⼈
⼝に関するバーフルストの研究を要約する⽅法があります[11]：

「Verhulstは1846年に、総⼈⼝に対する過剰⼈⼝の⽐率に⽐例して障害が増加することを⽰しました。このよ
うにして彼はベルギーの⼈⼝の上限として9,400,000という数字を与えるように導かれました（ちなみに1967
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年には9,581,000でした）。⼈⼝増加の法則に関するVerhulstの研究は、これを現代の専⾨家の先駆けとしてい
ます。」

この段落はモデル（1）ではなくモデル（3）を参照していることに注意してください。たとえモデル（1）だけのため
に今⽇Verhulstを覚えているとしてもです。さらに、最⼤⺟集団Kに対するVerhulstの結果の変動性を考えると、単⼀の結
果を現在のベルギーの⺟集団と⽐較しても、実際には意味がないように思われます。以前の引⽤は、後にVerhulstを参照
する際の混乱の原因にもなりました。たとえば1996年以来、数学の歴史で最も⼈気のあるサイトの1つ[12]は[11]を引⽤
し、少し修正（および更新）された⽅法でストーリーを伝えています。

「彼が推論して研究した、⽣物集団の成⻑を説明する⾮線形微分⽅程式は、現在彼の名前を持っています。
ベルフルストは彼の理論に基づいて、ベルギーの⼈⼝の上限は9,400,000⼈になると予測しました。1994年の
⼈⼝は10,118,000⼈でした。移⺠の影響を考えると、この予測はかなり良いようです。」

この引⽤では、「彼の理論」はロジスティック⽅程式を指すことに注意してください。Verhulst⾃⾝は、それが正しくな
かったと考えてしまいます。さらに、モデル（3）の数値結果はモデル（1）に割り当てられます。これは、⻑期的な⼈
⼝予測のロジスティック⽅程式のリハビリテーションの印象を与えます。最近の本[13、p。5]、我々は新しいアップデ
ートで近いバリアントを⾒つけます：

「彼の理論により、ベルフルストはベルギーの⼈⼝の限界収容能⼒は940万⼈になると予測した。2000年1⽉
のベルギーの総⼈⼝は1,024万⼈で、主に移⺠によるもので、わずか84万⼈の差でした。」

本[14、p。10]も同様の話をしています。ロナルド・フィッシャーがメンデルの仕事について書いたように[15、p。6]：

「科学の歴史は、教師による中古資料の使⽤と、その結果としての過去のすばらしい発⾒がなされた状況と
知的雰囲気の忘却に⼤きな影響を受けました。直接的な研究は常に有益であり、しばしば 驚きに満ちてい
ます。」

Webのおかげで、直接的な調査が⼤幅に簡素化されました。ドイツのゲッティンゲン⼤学の図書館は、1845年と1847年
のVerhulstの記事で科学雑誌をデジタル化しました。これらは図書館サイトからダウンロードできます。1838年の記事は
[16]に英訳があります。結論として、これがVerhulstの短い伝記です[17、18]。より最近の議論については、例えば[19、
20、21、22]を参照してください：

1804年：ブリュッセルで誕⽣。
1822-1825：ゲント⼤学での研究、数学の論⽂。
1829年：ジョンハーシェルの著書「光のトリーティー」の彼の翻訳の出版。
1830年：ベルギーの独⽴につながる⾰命後、政治、歴史、「政治計算」に関⼼を持つ。
1834年：数学を教え始める 。
1835年：彼の元教授ケトレは出版しました 「[23]。これは、⼈⼝増加に関するVerhulstの
研究の出発点です。
1835-1840：ブリュッセル⾃由⼤学の教授。
1841年：楕円関数に関する彼の数学的論⽂の出版。ベルギー王⽴アカデミー選挙。
1848：アカデミーの⼤統領。
1849年：ブリュッセルでの死（おそらく結核による）。
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